
資料６
打合せ記録

No.1 

件 名 I＜仮称｝狛江市民センター増改築工事

No 環 呂

ロ狛江市民センター増築計画に対する構造的考察．

。既存建物一一 RC造地下2階地上2階建、屋上陸屋槙｛新吾用）

。向上考察一一柱、大梁の断面、配筋を見ると、鉄骨3指建迄は、

可能であり、基礎は一部独立基礎であるが、他｛まペタ基礎｛ご近い

形式になっている。

。構造的考察一一最終的には増築部分の荷重の算定により、

既存建物の耐震診断で安全を確かめる事が必要である。

。増築部分に対す否考察

＠屋損は基本的｛ζ鉄骨盤、丸馳折版に断熱材付を使用。

3.4.5階はラーメン材を鉄胃潰として、床材、耐震壁材はCLT材｛直交集成材）

を使用し、小梁、大梁の型材はLVL材（単板積層材｝を使用して、乾式構法とし、

重量の低減を計る．

②増築部分柱脚はピン接合になる為、既存陸屋撮より3階床をltv1. 2m程度

上げて3階部分のラーメシ栂の剛性を高め否。

3階床のみはデッキプレートにコシクリートスラブとして、水平面の醐性

を保持する。

一
h → i h 制震にな否

LO"'l.2屯一一一

3階床下の有効活用、即ち設備機器の設置、自磯配管の迂函、給排気の設置、

舞台装置のピット、 3階床の音、振動の適断等、など考えられる。

③柱、大梁の木材による被覆の燃えしろ寸法を考慮した設計を行なう。

(1時間耐火｝ LVL材の45m/mを加味した材料とする。

大梁のLVL栂は両端ピンとした携みが鉄骨大梁｛荷端剛性）の撰みに合致

する織に設定する．

壁、床CLT材などの厚板は今後、寸法力強令化される。（H28年9月以降）

＠鉛直荷重時ラーメン材の鉄骨と木造の負担耐力割合は鉄骨が2/3、木造部分は1/3

地震時は鉄骨ラーメン材2/3で木造CLT耐震壁の負担は1/3程度とする。
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件 名｜（仮称）狛江市民セシター増改築工事

No I 項 目

ロ狛江市民センター増築計画に対する構造的考察。

。概算増築荷重（3.4.5階） 計今16000KN （概略下記参照）

地震力 王寺16000KN × 0.3 （震度） = 4800KN増で既存建物を検討する。

（震度は通常0.2で算定、安全を考慮して0.3としています。）

。概算RC造｛1層増） 1.4T/m2 × 1067 与 1500Ton 

上記数値はs＋木造（3層）荷重と近い数値となっている。
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件 名｜ （仮称）狛江市民センター増改築工事
項No 目

ヘ
ノ

口狛江市民センター増築計画に対する構造的考察。

既存建物の耐震の考察

1F 既存柱 75cm×100cm 一一一 22本

75cm×75cm 一一一一 3本

芝Ae=75×100×22+75×75×3=181.875cm 

／
 

（
 

j
 

7芝Ae今1273.000cm 
R+ 2 P+ （：~：：C+2W/ 2）今3.0t／凶 1F床面積A=1200m 

1F 芝W=3.0×1200=3600T

増築 "i..W=1600T 1階As=0.2

1 F ZWA i = 1.0×（3600+1600）×0.2= 1.040T 

芝25Aw＋芝7Ae 孟 ZWA i （ルート1判定式）

既存耐震壁をOとすると芝25Aw=.0

"i..25Aw +"i..7Ae = 1.273×103/1000=1.273> ZWA i = 1.040 

以上、既存耐震壁を考慮せずにルート1の判定には問題なし。



第8,j健耐震計算に関する規定の運用

構造計算不要
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建設大臣が認める構造計算
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※判断とは設計者の設計方針』ニ基づく判断のことずある。例えば，高き31m以下の建築物であっても．
より詳細な検討を行う設計法であるルート固を選択する判断等のことを示している。

’図8.4-1 鉄筋コンクリー卜造建築物の構造計算フ司ー
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